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令和７年度 学力向上総合推進事業＜高校外国語＞

大学入試に向けての英語長文読解においては精読も

不可欠であるが、従来の一文ずつ訳す方法だけでは、全

体の意味把握が難しい。そこで、文章構造と要旨を捉え

る「パラグラフ・リーディング」に注目した。
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・大量の語数に対応するため、長

文読解の練習が必要

・語彙・文法力に加えて、効率的

に読み解くための方法を使うこと

が大切

・生徒が自分で考えて読める力を

授業の中で伸ばせるかを確かめる

・従来の長文演習は座学にて、解

答と解説の確認が中心になりがち

・段落構成や論理展開を踏まえ、

筆者の意図をつかむことが必要

・自分の考えを整理し、アウトプ

ットする活動が重要

・思考力・判断力・表現力の向上

・生徒が成長を実感できる評価

とフィードバックを行う

・理解度を自分で確認できる仕

組みを作る

・より良い学びにつながるフィ

ードバックの形を検討する

日付 実践内容 授業内容 使用英文の概要 コメント・所感

5/12～

放課後補習

（週１回×６回）

＊希望者約80名

• パラグラフ・リーディ

ングを用いた英語長文

読解指導の試行

短いパラフラフの基礎編か

ら複数パラグラフの応用編

へと展開する

授業内で本格導入するための

実践ができた

9/3 【１】授業実践
• 入試過去問（立教大）

• グループワーク

論理展開：

序論→結論→根拠

ワークシートの解答時間との

調整で、フィードバック不十

分

10/15 【２】授業実践

• 入試過去問（滋賀医科

大）

• グループワーク

論理展開：

導入→序論→本論→結論

論理展開が標準的な構成で理

解しやすかった

10/28 【３】研究授業

• 入試過去問（一橋大）

• ジグソー法によるグル

ープワーク

論理展開：

事実→検証

論理展開が応用的で、英文分

析や読解方法の難易度が上が

り、指導に工夫が求められた
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• 文章を段落ごとの意味のかたまりとして捉え、全体の構成や筆者の主張を論理的に読み解く。

• 「文」ではなく「段落」で読む。全体構造（序論・本論・結論）を意識。

• 速読と精読のバランスがカギ。

【読解のステップ】

1.トピック・センテンスを見つける

• 各段落の最初（または最後）に注目。

• 主題や筆者の意図が示されていることが多い。

2.段落の役割を意識する

• 例示、対比、抽象→具体、結論

• 段落ごとの機能を見極めて、全体の流れをつか

む

• 全体の論理展開を整理しよう。

3.接続詞・指示語に注目

• however, for example, therefore などの論

理マーカーが構造のヒントになる。

• this, such, these などの指示語は何を指して

いるかを確認。

4.パラグラフごとに要約する

• 各段落を一文でまとめ、全体の論理展開を整

理しながら読む。
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